
荒尾市地域包括支援センター（2026年 4月 24日作成版） 

 1 / 3 

 

令和８年度介護予防支援業務の各種提出物、〆切一覧 

＜契約書、個人情報使用同意書、届出書＞ 

提出物 〆切 

① 介護予防支援及び介護予防ケアマネジメント利用契約書：１部 

② 個人情報使用同意書：１部 

③ 介護予防支援計画作成・介護予防ケアマネジメント依頼（変更）届出書：１部 

契約締結後

速やかに。 

※ 上記「①」又は「③」のいずれかの提出がなければ、事業対象者や要支援認定者の認定情報開

示は受け付けられません。 

＜初回の介護予防ケアプラン（包括のコメント記入）＞ 

※ 「初回」には、「新規申請で要支援認定者になった時」だけでなく、「要介護から要支援認定者

になった時」、「認定期限切れから要支援認定者になった時」、「他市町村から転入してきた時」

などを含みます。 

※ からだ元気教室（通所型サービスＣ）のみの利用の場合や要介護区分が「事業対象者」の利用者の

場合は、包括の事前確認（コメント）は不要です。 

やり方 〆切 

⚫ 包括のシステムを使って、以下の

①～③を作成したら包括に電話。

事前確認（コメント）を依頼する。 

① 利用者基本情報 

② 基本チェックリスト 

③ 介護予防ケアプラン案 

コメントを受け取りたい日の３営業日前まで。 

※ 土日祝日はカウントしないので、例えば月曜日に受

け取りたいなら、前の週の水曜日までに提出 

※ 包括が作成したコメントは、システム内の各利用者

の「介護予防ケアプラン」の画面の「文書管理」に保

存します。そこから御確認ください。 

 

＜サービス担当者会議後の本人の同意を得たケアプラン＞ 

※ システム（will）上で、記録を含むすべての内容が包括でもリアルタイムで確認できるため包

括への提出は不要。ただし、からだ元気教室（通所型サービス C）の「からだ元気教室の目標シー

ト」は、独自様式のため同意を得た物（コピー可）を必ず提出すること。 

＜介護予防の支援終了時（本人のサービス利用が不要になった、要介護になったなど）＞ 

※ システム（will）上にすべて残るため、基本的に支援終了時の提出物はない。ただし、以下に示

す物はシステム（will）上にないため、ある場合は提出すること。 

提出物（なければ不要） 〆切 

① 福祉用具貸与の決定通知 

② 住宅改修や福祉用具購入に関する書類 

介護予防の支援が終了し、必要な支援経過記録

の入力が終わったら速やかに。 
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＜サービス提供票・提供票別表＞ 

 ケアプランデータ連携システムを使っているサービス事業所に対するサービス提供票等の送付

は当センターでまとめて行います。毎月２５日までに、次月のサービス提供票のデータを入力してお

いてください。 

＜サービス利用実績＞ 

 すべての業務受託居宅介護支援事業所 

やり方 

システム（will）への実績登録処理 

※ 操作方法が不明な場合などはマニュアルを確認 

又はパシフィックシステム株式会社福岡営業所（０９４２－２７

－５９６１）に問い合わせ 

処理〆切 

＜令和８年（2026年）＞ 

５月８日（金曜） 

６月８日（月曜） 

７月８日（水曜） 

８月６日（木曜） 

９月８日（火曜） 

10月７日（水曜） 

11月８日（日曜） 

12月８日（火曜） 

＜令和９年（2027年）＞ 

１月６日（水曜） 

２月８日（月曜） 

３月８日（月曜） 

４月７日（水曜） 

備考 

✓ ケアプランデータ連携システムを使っているサービス事業所から

の実績は、毎月１日～〆切日までの間に届いたものから随時登録し

ます。〆切日までに内容を確認してください。 

✓ 従来どおり紙で実績報告があるサービス事業所の分は居宅介護支

援事業所で実績入力してください。 

✓ 実績入力後のチェック処理は必要です。 

✓ 〆切を過ぎて処理したデータは請求できません。 

✓ 閉庁時間でもシステムは使えます。 
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＜ケアプランデータ連携システムを使った事業対象者・要支援認定者のサービス提供票や実績等のやり取り＞ 

【地域包括支援センター・委託先居宅介護支援事業所 →→→ サービス事業所】 

渡したい物 渡す方法 

サービス提供票（予定） 
委託分も含めて、荒尾市地域包括支援センターからサービス事業所にケアプランデータ連携システムを使っ

てまとめてデータで渡します。※毎月２６日頃 

サービス提供票以外の各種書類 
担当ケアマネが所属する居宅介護支援事業所から、サービス事業所に直接渡してください。どうやって渡す

のか、紙なのかデータなのかは各々で調整してください（＝委託分は包括では取りまとめない）。 

 

【サービス事業所 →→→ 地域包括支援センター・委託先居宅介護支援事業所】 

渡したい物 渡す方法 

実績 

①「UPJSK_」で始まるCSVファイル 

委託分も含めて、荒尾市地域包括支援センターにケアプランデータ連携システムを

使ってまとめて渡してください。“CSVファイルの内容が PDFデータになったも

の”が付属するならそれも一緒に送っていただいた構いません。 

委託分を包括に送るという処理が難しい場合は、委託分は「②」又は「③」の方法を

取ってください。 

②今まで紙で渡していたものを PDF データ

にしただけ（CSVファイルがない）の物 

従来どおり、担当ケアマネが所属する居宅介護支援事業所に渡してください。どう

やって渡すのかは各々で調整してください（＝委託分は包括では取りまとめな

い）。 ③今までどおりの紙の書類 

実績以外 

の 

書類 

（報告書等） 

①PDF等のデータ 

委託分も含めて、荒尾市地域包括支援センターにケアプランデータ連携システム

を使ってまとめて渡してください。 

システム（will）の各利用者の「文書管理」に保存します。 

②今までどおりの紙の書類 

従来どおり、担当ケアマネが所属する居宅介護支援事業所に渡してください。ど

うやって渡すのかは各々で調整してください（＝委託分は包括では取りまとめな

い）。 

※ ケアプランデータ連携システムを使っていないサービス事業所とのやり取りは、どの書類も、担当ケアマネが所属する居宅介護支援事業所とサ

ービス事業所とで直接やり取りしてください。 


